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脳 の発 達 ・機能 と第2言 語(外 国語)習 得
伊 藤 克 敏
は じめに
最 近,神 経 科 学(neuroscience)と 第2言 語 習 得 との 関係 につ いて の 関
心 が 高 まっ てい る。 その 主 な理 由 と して左 右 脳 の機 能 差 の研 究 が進 み,母
語 や 第2言 語 の習 得 過 程 が 明 らか に されつ つ あ り,そ の知 見 か ら第2言
語 習得 に関 す る総 合 的 な(comprehensive)理 論 構 築 の手 がか りが得 られ る
の で は ない か とい う期待 感 が あ る(Danesi,1994,)。 本 稿 で は,先 ず,脳
の発 達 と機能 につ い て考 察 し,そ れ が母語 習得,第2言 語 習 得 とどの よう
に関 わ っ てい るのか につ い て考 え,そ れ に基 づ い て第2言 語(外 国語)の
習得 開始 時期 と習得 過程 につ い て考 察 し,指 導 法 の あ るべ き方 向性 を模 索
して み たい 。
1.言 語 と脳
言 語 は左 脳 が 司 り,右 脳 は空 間認 識 を司 る非 言 語半 球 であ る,と い うの
が 一 般 的 な認識 で,左 脳 は優 脳,右 脳 は劣 脳 とい う レ ッテ ル を貼 られ て い
た。脳 の機 能 は脳 の部分 に よっ て異 なる とす る 「局 在論 」(localist)と 脳 の
各 部 分 は 互 い に 関 連 し合 っ て 機 能 して い る の だ,と す る 「全 体 論 」
(holist)が 長 年 対 立 し合 っ てい る。 文 を産 出す る文 法 を言 語 と同一視 す る
チ ョム ス キ ー(1V.Chomsky)や ピ ンカ ー(S.Pinker)は 局 在 論 者 で あ る。
一 方
,言 語 を単 に文 を生 成 す る文 法 だ けで な く,定 型 表 現 や 隠喩 表 現 な ど
を含 め た もの とみ なす 言 語 学 者 は左 右 脳 全 体 の機 能 を認 め る 「全 体 論 者 」
の立 場 を取 る。 分析 的 な文構 造 だ け で な く,定 型 表現 も言 語 習 得 の重 要 な
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要素 として論考す る本稿 では全体論 的な立場 を取 る。








左脳 は音声(音 韻)と か統語論 といった言語の体系的 な面 を扱 い,右 脳
の方 は語彙 とか意 味体 系や社会 的場面 に適切 な発 話行為(speechacts)を
扱 う語用論 な どと関わってい る としてい る。
2.脳 の発達 ・機 能 と母 語 習得
2.1.
脳 の発 達 は1歳 か ら3歳,4歳 か ら6歳,7歳 か ら10歳 の3つ の 時期
に段 階 的 に発 達 す る と考 え られ て い る。3歳 頃 まで に約60%の 脳細 胞 の
絡 み 合 い が な され,外 部 か らの刺 激 を模 倣 す る 「模 倣 期 」 と呼 ばれ て い る。
4歳 を過 ぎる と,規 則 性 を発 見 す る よ う にな り,い わ ゆ る 「過 剰 一 般化 」
(overgeneralization)が 行 わ れ る よ うに な り,「 キ レイ クナ イ」 とかgoed
とい った誤 用 が 目立 つ よ うに な る。そ して,徐 々 に,「 整 理期 」 に入 っ て,
こ とば の使 用 法 が整 理 され て い く。 こ うい っ た 習 得 過程 は第2言 語 習 得
にお い て も見 られ る。 脳 細 胞 は 自律 神 経 や感 情を司 る脳 幹 と運 動 を司 る小
脳 とが一 番 早 く発 達 し,大 脳 皮 質 は徐 々 に発 達 す る。脳 の発 達 と進化 は相
呼応 す る もの で,下 図 の よ うに,脳 の下 部 か ら上 部 に発 達 す る。


















米 国の神 経 言 語学 者 の フ ィテ カー(H.Whitaker,1976)は,先 ず,中 心
溝 を中心 に運動,体 性 感 覚 野 が発 達 し,幼 児 は物 に触 った り して,身 の周
りの物 や 出来事 を感 覚 運動 的 に認識 す る と して お り,ピ ア ジ ェ σ.Piaget}
の い う 「感 覚一 運動 期」 に当 た る。次 に,発 達 は後 頭 葉,側 頭 葉 へ と進 み,
聴 覚 で捉 え た音 と視 覚 野 で 捉 えた物 との相 関性 を知 覚,認 識,理 解 し,側
頭 葉 で記 憶 す る。 そ して,側 頭 葉 の情 報 が伝 ≡導線 維 を通 っ て前 頭 葉 に送 ら
goo
れ,こ とばが 発 せ られ る。 理 解 能力 が産 出能 力 に転化 して行 くとい う考 え






脳 の 機 能 が 右 半 球 と左 半 球 に分 か れ て い る こ と は知 ら れ て い る が,
1980年 代 にTス ペ ー リー(RSperry)や ザ イ デ ル(EZa,idel)等 によ って
両 半 球 をつ な ぐ脳 梁(corpuscallosum)を 治療 の ため に切 断 した患 者 につ


















生後 数 年 間 は右 半 球 の 方 が発 達 し,徐 々 に左 半 球 に発 達 が進 む と言 われ
て い る(Witelson,1977)。 幼 児 は先 ず,具 体 性 の高 い 事物 や事 象 を場面 と
の 関係 で 捉 え,音 声 と事 物 や 出来事 との相 関性 を観 察 しなが らこ とばの意
味 関係 を構築 して行 く。 い わ ゆ る 「意味 の場 」(semanticfield)を 獲 得 し,
そ れ を 音 声 化 し て 行 く。 社 会 的 な 場 面 と 直 結 し た こ と ば を 固 ま り
(chunks)と し て 習 得 して 行 く。 例 え ば,ア リ ガ トウ,コ ン ニ チ ワ,
please,good-byeな ど と言 った社 会 慣習 的 に使 われ る決 り文句(こ うい っ
た表 現 をWray(2002)はinstitutionalizedroutinesと 呼 んで い る〉 を,そ
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れ そ れ の社 会 的 場 面 で親 が 「こ とば の躾 」 と して教 えて い く(Gleason&
Weintraub,1978)。 い わ ゆ る 「定 型 表現 」 は全 体 的 な固 ま りと して習 得
す る。これ は上 図 で示 した大 脳 辺縁 系 とか視床 な ど と も関 わ るので あ るが,
悪 態 こ とばや 「イ タ イ」 とか 「ア ツ イ」 とい った感 覚 的,感 惰的 なこ とば
が知 的 な こ とば に先 ん じて 習得 され る(時 実 ほか,1968)。 また,こ とば
の音 楽性 と して の音 調(intonation)は 語彙 や個 々の音 素 よ りも早 く習 得 さ
れ る(Menyuk,1971)。
3.脳 の発 達 ・機 能 か ら見 た第2言 語習 得 の基本 原理
母 語 習 得 と第2言 語 習 得 とは どの よ うな類 似 性 と相 違 点 が あ る の か 。






laneacuisition."(Kinsboume,1981,下 線 は 筆 者)
認知方略の違いはあるが,す べ ての言語習得 に同 じ脳の領域が参与 して
い る,と してい る。母語習得 と第2言 語 習得 との類似性 についてマ ック
ローグ リン(B.Mclaughlin,1981)は,10歳 と11歳 の ドイツ児童 の否定
文 と疑問文の習得過程 を,教 室で英語 を外国語 として習得 してい る場合 と
母語 と して英語 を習得 している場合 とで比較 しr両 者 が酷似 しているこ と
を指摘 し,両 者 とも普遍的な言語習得方略が使 われている としている。す
で に,定 型表現 の習得 について は触 れたが,マ ックロー グリ ンは第2言 、
語習得 において も 「定型表現」の習得 は早いが,年 齢が高 く認知能力 も発
達 してい るので,母 語習得 の場合 よりも表現が長 く,数 も多 く習得 される
としてい る。
102
4.脳 の発 達 ・機 能 か らみ た言 語習 得 の原理
4.1.沈 黙 の期 間
母 語 習得 で は生後 数 ヶ月 ぐ らい か ら徐 々 に周 囲 の こ とばの 理 解 能力 が養
成 され,1歳 頃 か らこ とば が発 せ られ る よ うに な る。 感 覚一 運 動 器 官 を駆
使 して,こ とば と場 面 との 関係(意 味)を 後 頭 葉 の縁 上 回で 認 識 し,側 頭
葉 で 蓄積 され,伝 導 線 維 を通 っ て蓄 積 され た情 報 が前 頭 葉 の ブ ロー カ領 域
に転 移(transfer)さ れ て こ とばが 産 出 され る。Lerineberg(1967)は 構 音不
能(anarthria)の8歳 の子 ど もが理 解 能力 を保 持 して い るこ と を報告 して
い るが,発 音 練 習 を しな くて も音声 を聞 き,理 解 す る能 力 を 身 に付 け る こ
とが で きる と してい る。
Huang(1970)は 中 国 か ら渡 米 して きた5歳 の児童 が2週 間 は全 く英語
を発 せ ず,次 の2週 間で2,3語 を発 し,10週 間 ほ ど して,や っ と英語
の発 話 が で きる よ うに な り,そ の間,挨 拶 こ とば な どの 「定型 表現 」 は使
って い た,と 報 告 して い る。 同 じよ うな報告 がHakuta.(1974)に よっ て も
な されて い る。 自然 環境 にお け る第2言 語 習 得 にお いて,1ヶ 月 か ら数 ヶ
月 の 間,先 ず,理 解 能力 をつ け るた め,発 話 しない 「沈 黙 の期 間」(silent
period)が あ る,とKrashen(1982,pp.22-23)は 述 べ てい る。
4.2.臨 界 期(criticalperiod)
カ ナ ダ の 脳 生 理 学 者 の ペ ン フ ィー一ル ド(W.Penfield)はPenfield&
Roberts(1959)の 第11章Epilogue‐Thelearningoflanguagesで,言
語 習 得 に は 「生 物 学 的 時 間 帯 」(biological-timetable)が あ り,第2言 語 習
得 の 「最 適 期 」(optimalperiod)は 母 語 能 力 の 基 本 が 出 来 上 が る4歳 か ら
8歳 ま で だ,と して い る 。 米 国 の 神 経 言 語 学 者 の レ ネ バ ー グ(E.Lenne-
berg)は 言 語 の 習 得 は脳 の 成 熟,つ ま り,脳 の 一 側 化(lateralization)と 関
連 し て い る とす る 。 即 ち,子 ど も の 脳 は 生 ま れ た 時 は 未 分 化 で,柔 軟
(plastic)で あ り,年 齢 が 進 む に つ れ て,両 半 球 の 機 能 が 分 化 し,思 春 期
(puberty)に 完 了 す る 。 自然 な 言 語 習 得 能 力 は 脳 の 一 側 化 が 終 わ る と失 わ
れ,思 春 期 頃 ま で は 外 国 語 に接 す る(expose)だ け で 自然 と習 得 され るが,
そ れ 以 後 は 意 識 的 な努 力(consciousandlaboredeffortが 必 要 に な る,と
して い る(Lenneberg,1967,p.176)。 神 経 の 柔 軟 性 の 喪 失 が 言 語 習 得,特
に,発 音 能 力 の 低 下 に 影 響 して い る とい う説 は 最 近 ま で 支 持 さ れ て い る
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(Obler,1993)。 唯,脳 の 一 側 化 だ け で な く,脳 の 各 部 分 の 発 達 の 相 違 が 多
様 な 言 語 能 力 の 発 達 に 関 係 して い る と の 説(multiplecriticalperiods
hypothesis)も あ る(Scovel,1988)。 最 近 で は,「 敏 感 期 」(sensitive
periodと い う用 語 が 「臨 界 期 」 に代 わ っ て 用 い ら れ る よ う に な っ て い る)
は 思 春 期 で は な く6歳 頃 ま で で あ る と い う 説 が 強 くな っ て い る(Long,
1993,p.2020
4.3.右 脳 か ら左 脳 へ
母 語 習得 は右 脳 か ら左 脳 へ 関 わ りが移 って い く と述 べ た が,第2言 語
習 得 にお い て も初期 の段 階で は右 脳 が 関 わ って お り,徐 々 に左 脳 に移 って
行 くと言 わ れ てい る(Obler,1993)。 音調(intonation)は 右 脳 で 習得 され,
保 持 さ れ て お り,第2言 語 習 得 の 初 期 で は,定 型 表 現(formulaic
expressions)が 習得 され,習 得 が 進 む につ れ て,左 脳 で創 造 的 で 複 雑 な
(elaborated)文 構 造 が習 得 され て行 く。 つ ま り,初 期 の段 階で は,こ とば
を全体 的(Gestalt)に 溜 め込 み(storage),そ れ を左 脳 が処 理(process)し て
言 語体 系 を築 い て い く(Obler,1993)。
5.o.第2言 語 習得 の基本 原理 か ら外 国語教 授 法 を見 直す
5.1.第2言 語習得開始時期 早期外国語教育の可能性
カナダではペ ンフィール ドの第2言 語習得 「最適期」説 を重視 し,4歳
か らフランス語 を第2言 語 として早期 イマー ジ ョンプログラム(「2言 語
教育」 の一種)に 導入 してい る。 この方式 は効果 的 な第2言 語教育 とし
て注 目され,米 国初 め多 くの 国で実施 されている。上述 した第2言 語習
得の 「敏感期」 説 に従 い,小 学校 か ら外 国語習得 を開始 してい る国は益 々
多 くなっている(詳 しくは伊藤(2002)を 参照)。
わが 国で は総合的学習 の中の国 際理解教育 の一環 と して 「外 国語 会話」
(英語活動)が 公立小学校 で2002年 度 か ら実施 されてい るが,地 域差 も
大 きく,試 行錯 誤の段階である。言語獲得 に も臨界期 があるよ うに,国 際
理解 に必要 な異 文化習得 に も臨界期 があ ることが明 らかに されている。箕
浦(1984)は9歳 か ら15歳 の間に所属文化 の心理的枠組みが出来上が り
異質 な文化 に違和 感 を感ず る ようになる と し,心 理学 でい う 「9歳 の壁」
に達 する前 に異 文化 に接する ことが大切 になる,と してい る。言語的臨界
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期 と文化 的臨 界期 とが相 呼 応 す る こ とは興 味 深 く,小 学校 低 学 年 まで に異
言 語,異 文 化 に触 れ るこ とが肝 要 に な る。
カ ナ ダで の2言 語 教 育 の研 究 で活 躍 し,現 在 は米 国で の2言 語 教育 に
貢献 して い る タ ッカー(GRTucker,2001)は,世 界 各 地 で 早期 外 国語 教
育 へ の動 きが 盛 んで あ るが,周 到 な計 画,教 材 の 開発,教 師 の養 成,評 価
法,等 の 問題 点 を ク リア し,更 に,異 年 齢 で の外 国語 教 育 にお け る効 果 の
違 い につ い て の研 究 が必 要で あ る,と の慎 重論 を唱 えて い る。 一方,米 国
早 期外 国語 教 育 学 会(NationalNetworkforEarlyLanguageLearning-
NNELL)の15周 年 記 念論 文 集 で,ロ ビ ン ソ ン(D.W.Robinson,1998)は
脳 生 理学,発 達 神経 心 理 学 の 見 地 や各 地 での 実 験結 果 を踏 ま え,次 の よう
な早期 外 国語 教 育 の利 点 を指 摘 して い る。 す なわ ち,早 期 外 国語 教 育 を受
け た児童 は
1,母 語 に対 す る メ タ言 語 能力,認 知処 理 能力 が 優 れ て い る。
2,母 国語,算 数,社 会 科 の 能力 に優 れ て い る。
3,異 文 化 理 解 能力(globalawareness)に 優 れて い る。
4,外 国語 習 得 へ の よ り積極 的 な態 度 が顕 著 であ る。
2002年7月 に文部科学省が発表 した 「「英語が使 える 日本 人」の育成
のための戦略構想」 の中 に,「 小学校 の英 会話 活動 の充実」 とい う項 目が
あ り,次 の検討事項が挙 げ られ てい る。
1,現 行 の小学校 の英会話活動 の実状把握 及び分析 。
2,次 の学習指 導要領改定 の議 論 に向 け,小 学校 の英語教育 のあ り
方 を検討 す る上で必 要 となる研 究 や デー タ等 の整理 ・問題 点の
検討。
現 在,幼 稚 園 と小学校,小 学校 と中学校,小,中,高 の英語教育の=連携
(articulation)が研 究開発校等で検討 されてい る。金沢 市では小丁中学校の
連携 に関す る議論 が検討 委員会で進 め られてい る。 隣の韓国で は,1997
年 に小学校3年 生 か ら全 国一斉 に始 め られてい るが,上 述 した言語 習得
「敏感期」0～6歳 説 に立 てば,小 学校 初学 年 または幼稚園か らの外 国語
(英語)教 育 の導入の検討が望 まれる。
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5.2.外 国 語教 授 法 の 変遷
伝 統 的 に は書 か れ た文献(文 学 作 品 な ど)を 文 法 規 則 に よ って読 み解 く
「文 法 一 訳 読 」 方 式 の教 授 法 が 長 く普 及 して い た 。 英 国 や ヨー ロ ッパ で,
外 国語 を 「話 す一 聞 く」 ため の教 授 法 が グア ン(F.Gouen)や パ ーマ ー(H.
E.Palmer)な どに よって 開発 され た が,一 方20世 紀 の 前 半米 国 で生 まれ
た行 動 主 義 心理 学 と=構造 記 述 言 語 学 の原 理 に基 づ い て編 み 出 され た 「口頭
教 授 法」(OralApProach)は1950～1960年 代 頃 まで一 世 を風 靡 した。刺
激(S)一 反 応(R)と い う行動 主 義 の原 理 に従 いa言 語 の型(pattems)を 徹
底 した型 練 習(patternprac廿ce)に よっ て習慣 化 しよ う とい う方 式 を とっ
た。 い わ ゆる 「習 慣形 成 」 法 と呼 ば れ た。
1960年 頃か らチ ョムス キー(N.Ghomsky)の 変 形 生 成 文 法 が盛 ん に な
り,認 知 心 理学 の影 響 もあ っ て,文 の生 成 過 程 を認知 させ る こ とに よ って
文法 を指 導 す る方 式 が注 目 され た。20世 紀前 半 はブ ル ーム フ ィール ド(L.
Bloomfield)や フ リーズ(C.C.Fries)と い った言 語 学 者 が外 国語 教授 法 の
開発 に携 わ って い た。 従 ってa言 語 学 の応 用 的性 格 が強 く,教 授 法 の研 究
は 「応 用 言語 学 」 の 一部 と位 置づ け られ た。
5.3.最 近 の 外 国語 教 授 法 の特 徴
1970年 台 に入 って,ウ ィニ ッツ(H.winitz)や アシ ヤー(JAsher)の よ
うな心 理学 者 や,ク ラ ッシ ェ ン(S.D.Krashen)や デ ィラー(KDiller)の
よ う な神 経 言語 学 者(neurolinguist},ま た ロザ ノ ブ(G.Lozanov)の よ う
な精 神 医学 者(psychiatrist)な どが 中心 にな って外 国 語 習 得 の 神 経 心 理 的
過 程 を研 究 し,教 授 法 を考 案 した。 口頭 法 で は最初 か ら学 習言 語 の話 者 の
発 す る音 声 を忠 実 に真似(mimiC)し て覚 え る(memOriZe)方 式(こ れ を
Mi血cry-memorizationmethod‐mim-memmethodと 呼 んで い た)が
取 られ た。 脳生 理 学 的見地 か らす る と,こ れ に はか な り神 経心 理 的 に無 理
が か か っ てい る。 なぜ な らば,ま だ,脳 の 中 に十分 言 語 入 力 が な され て お
らず,神 経 心 理 的準 備(neuropsychologicalreadiness)が 出来 上 が って い
ない の に産 出 を強 い られ る とス トレス を感ず る(Krashenの こ とば を借 り
る と 「情 意 フ ィル タ」(affectivefilter)が 高 くな る)。 従 って,神 経 心 理学
派 の 教授 法 で は先 ず,音 声 と意 味 との 関 係 を十 分 に認 知 ・理 解 させ た後,
産 出 に移 る とい う方 式 が取 られ,そ れ が 総 称 的 に 「聴 解 ・理 解 優 先 法 」
(ComprehensionApproach)と 呼 ば れ る よう にな った 。次 の デ ィラーの 言
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cognitiveprocess."(Diller,1981,下 線 は 筆 者)
音 声 と意 味 の 関係 を知 覚,認 識 す る縁 上 回(supramarginalgyrus)と 理
解 ・記憶 を司 る ウエ ル ニ ッケ領 域 との 関係 が 十 分 に確 立 され て か ら言 語 産
出 に移 る こ とが肝 要 で あ る とす る。
5.3.左 右脳 の機能差 と習得方略の相違
現在 までの 中 ・高校 での英語教 育 は訳 と文 法 中心 の指 導が主体 で あっ
た。 こうい った指 導法 は上述の左右脳 の機能差 か ら言 うと分析 ・論理 を重
視 した左脳 中心の指 導である とい えよう。すで に見 た ように右脳 でこ とば
を全体 的 に捉 え,そ れ を徐 々に分析 して行 くとい う習得方略 が無理の ない
習得過程 である とする と,最 初か ら分析 重視 である中高での指導法 は脳 に
無 理がかかってい る,と い えよう。
では,脳 の 自然 な習得方略 に沿 った外国語指導 は どうあるべ きであろ う。
それ には年齢や習得段 階に応 じた段 階指導 を取 る必要があろ う。初期 の段
階で は,ア シ ャーのTPR(全 身反応法)の ように動作やゲ ーム とか歌 な
ど繰 り返 しの多い作業 によって具体的 な場面 とか事物 や絵 な どを媒介 にし
て,音 声 としての言語 を右脳 で全体的 に吸収 する。 こ ういった音声 による
理解中心 の指導 は 自然 な母語習得 能力 が働 いている6歳 か ら8歳 くらい
まで に行 われ ることが肝 要 となる。
カ ミンズ(J。cummins)は ことばの能力(skills)を2つ に分 けている。1
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つ は 音 声 に よ る 「基 本 的 な 対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 」(Basic
InterpersonaユCommunicativeSkills-BICS),も う1つ は 「識 字 能 力 」
(Cognitive/AcademicLanguageProficiency-CALP)で あ る 。 小 学
校 段 階 で は 主 と してBICSが,中 学 校 で はBICSとCALPの 混 合,高 校,
大 学 で はCALPが 中 心 に な る(Mclaughlim,1981.に よ る)。BICSも
CALPも 基 本 的 に は 同 じ右 脳 か ら左 脳 へ と い う方 略(strategy)を 使 っ て 習
得 され て 行 く。 具 体 的 な例 と指 導 法 を紹 介 す る 。
米 国 に 渡 っ た ス ペ イ ン児 のNoraはHowdoyoudeseaと い う定 型 表




な ど とい う文 を 変 化 させ,
HowdoyoudodeseX/v=名 詞 句,前 置 詞 句





な ど と分 析 して行 って,
4}Howyoumakeit?
とい う文 に進 み,Howだ けが 分 離 されY文 構 造 を獲 得 して行 っ た と して
い る(Fillmore,1979)。 フ ィルモ アは児 童 の 第2言 語 習 得 で は定 型 表 現 的
な こ とば を習 得 し,そ れ を分析 して行 っ て文 を産 出す る ため の文 法体 系 を
習 得 して行 くの だ,と してい る。
Noraは 自然環 境(naturalsettings)に お い て英語 を習 得 して い るの で あ
る が,教 室 内 で の習 得 で も同 じよ う な習得 状 況 が 見 られ るの で あ ろ うか。
小 川(2003)は 小 学校 で の英 語 活動 の時 間 に 「定 型 表 現 を100ぐ らい 選 ん
で,そ れ をた とえ ば音 楽 に乗 せ て み た り,リ ズム にあ わせ た り,ジ ェス チ
ャー をつ け た りと,学 年 に合 わ せ て変 え て行 く と, 1その定 型 表現 が 子 ど も
の に諌1て だ って の 日 に△ った量 紬 に オっ て て る よ'に オ
' .」(下 線 は筆 者)と して い る。注 これ は正 に右 脳 か ら定 型 表現 が 入 っ
て,左 脳 で分 析 され,文 の 生成 規則 が 習得 され て行 くプ ロセ ス を暗 示 して
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い る とい え よ う。
大 人 の場 合 も同 じ習 得 過程 を取 る(3のKinsborneの 引用 文 参 照)と
す る な らば,文 字 に よ る入 力 も同 じ く右脳 で な されrそ れ が左 脳 に転 移 し
て語 彙 や文 法 能力 が構 築 され て行 く,と 考 え られ る。 つ ま り,多 量 の読 書
が 必 要不 可 欠 とな る 。 最 近,識 字 能力(CALP)の 養 成 に多 読(extensive







即 ち,文 法 規則 を習 得 して そ れ を読 み方 や書 き方 の養 成 に役立 て る ので
は な く,多 読 に よ っ て識 字 能 力 をつ け て 行 くの だTと す る 。BICSと











右 脳 が 社 会 的 場 面 に 適 切 な 言 語 表 現 を 司 る と い う こ と は2.2で 述 べ た
よ う に,右 脳 が 場 面 依 存 的 で あ る こ と と関 わ っ て い る(Moscovitch,1983)。
ま た,決 ま り文 句(prefabricatedexpressions),特 に感 情 性 の 高 い もの や
音 調(intonationcontours)は 右 脳 に よ っ て 保 持 され て い る(Obler,1981)。
BICSとCALPは 保 持 さ れ る場 所 が異 な る と い う こ と で あ る 。
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6.0.ま と め
言 語 習得 の過 程 を主 と して左 右 脳 の機 能差 を中心 に述べ て きた。脳 の発
達 過程 も右 脳 か ら左 脳 に進 むが,そ の発 達 順 序 と同 じ く,言 語 習 得 も右 脳
か ら左 脳 に進 行 す る こ とは興 味 深 い。 右 脳 は こ とば を 「全 体 的 な固 ま り」
(Ellis(1997)はchu.nkと かunanalysedwholeと 呼 ん で い る),つ ま り,
一 つ の単 位(item)と して習 得 す る
。 そ して,そ れが 脳 梁 を経 て左 脳 に送
られ て,体 系(system)化 され,文 法 の規 則 体 系 が 習得 され る。
従 って,外 国語 学 習 の初期 の段 階で は事 物 とか絵 な どを使 って,語 りか
け を した り,読 み 聞 かせ を して多 量 の音 声 入 力 をす る。 最 初 の段 階 で は,
無 理 に,発 話 させ た りしない で,ジ ェス チ ャー とか1,2語 文 で反 応 させ,
理 解 で きてい るか をチ ェ ックす る。 そ して,歌 を使 って,リ ズ ム をつ か ま
せ る。歌 は楽 しい の で,す ぐ覚 え て しま う。 音 調 や リズ ム は歌 や チ ャ ンツ
(chants)に よって,す で に述 べ た よう に右 脳 で 習得 され,保 持 され る。
初期 で は,音 声 の み の入 力 に限定 す べ きだ,と い う説 もあ るが,文 字 は
記 憶 の保 持 に効果 が あ るの で,外 国で は,か な り早 い段 階 か ら,板 書 した
文 字 を コ ピー させ た りして い る。 い ず れ にせ よ,こ とば の習 得 に は豊 富 な
音 声 と文 字 に よ る入 力 が不 可 欠 で あ り,教 科 書 だ けの例 文 や練 習 問題 だ け
で は本 当 の語 学力 は到 底 つ か な い。 や は り,教 室 外 で の音 声 や文 字 の多 量
の 入力 が 必 要 で あ る。
学 習 の プ ロセ ス と して は音 声 と文 字 に よる イ ンプ ッ トは右 脳 で受 け止 め
られ,語 彙 や 決 り文 句,音 調 等 が 右 脳 で貯 蔵 され る。脳 梁 を通 って左 脳 に
送 られ た イ ンプ ッ トは 「創 造 的言 語 習得 能 力 」 で 処 理 され,産 出 す る こ と
に よ っ て 仮 説 検 証(hypothesistesting)を 行 い な が ら 中 間 言 語
(interlanguage)を 精 密 化(refine)し て行 く。 産 出 され た誤 用 と して の 中 間
言 語 は調 整(monitoring)が 行 わ れ,最 終 的 に 目標 言 語 の音 韻,形 態,統
語 を含 む言語 規則 体 系 が構 築 され る。 言語 学 習 プ ロセ ス を図 式 化 す る と大
よそ下 記 の よう にな ろ う。
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基本的 には,右 脳で全体 的にことばが捉 えられ,事 項(item)的 な もの と
ことばの社 会的場面 との関係 に関す る語用論 的調整 は右脳 で処理 され,構
造的,体 系(system)的 な ものは左脳で処理 されるのである(Ellis,1997)が,
脳梁 を通 じて常 に左,右 脳 は情 報交換 してお り,全 体 的 な調整 を行 い なが
ら,言 語 習得が進行 する,と 考 え られ る。
最 近注 目 され てい る左,右 脳 の機能 と第2言 語習得の関 わ りについて
考 察 して来 たの であ るが,脳 の発達 と機 能 の研 究 は第2言 語(外 国語)
習得の開始時期,習 得段 階におけ る指導のあ り方,教 授法 の評価 な ど多 く
の面で有益 な示唆 を与 えるであろ う。
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5.3.で の小 川 隆夫 氏(戸 田市 立新曾 小 学 校教 諭)の 発 言 は 「"小中高 一貫
英 語教 育"を 考 え る」 と題 す る座 談 会(「 英 語教 育 』 大修 館 書 店,2003年
10月 増刊 号)よ り引用 した。
